（廃止）


新臼杵市施行２０周年記念冠事業取扱要綱を次のように定める。

　　令和６年６月６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼杵市長　　　中　　野　　五　　郎
臼杵市告示第４３号

新臼杵市施行２０周年記念冠事業取扱要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、新臼杵市施行２０周年を記念し、「掬ぶ」「つなぐ」そして「創造する」を主題として実施する新臼杵市施行２０周年記念冠事業（以下「冠事業」という。）の取扱いについて、必要な事項を定めるものとする。
（冠の名称）
第２条　冠の名称は、「新臼杵市施行２０周年記念事業」とする。
（対象事業）
第３条　冠事業の対象となる事業（以下「対象事業」という。）は、次の各号に該当する事業とする。
（１）　令和７年３月３１日までの期間に実施する事業
（２）　第１条に掲げる新臼杵市施行２０周年記念事業の趣旨に即した事業
（３）　第１号及び前号に準じるものと市長が認める事業
２　前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する事業その他市長が不適当と認めるものは、冠事業の対象としない。
（１）　市の信用及び品位を損ない、又は損なうおそれがある事業
（２）　法令又は公序良俗に反し、又は反するおそれがある事業
（３）　特定の政治、思想、宗教団体等の活動を支援し、又は支援していると誤解を与え、若しくは与えるおそれがある事業
（４）　営利を目的とし、又はそのおそれがある事業
（５）　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「法」という。）第２条第２号の暴力団をいう。）又は暴力団員（法第２条第６号の暴力団員をいう。）と関係する事業
（冠事業の届出及び支援内容）
第４条　冠事業を行い、次の各号に掲げる支援を希望する者（以下「届出者」という。）は、新臼杵市施行２０周年記念冠事業実施届出書（様式第１号。以下「届出書」という。）を市長に提出しなければならない。ただし、市長が届出の必要がないと認める場合は、この限りでない。
（１）　「新臼杵市施行２０周年記念事業」の冠称の使用
（２）　新臼杵市施行２０周年記念ロゴマークの使用
（３）　臼杵市ホームページ等の広報媒体による事業の周知の要請
（４）　臼杵市が有する新臼杵市施行２０周年記念事業啓発のための物品等の貸与
２　市長は、前項の届出書を確認し、前条第２項の規定に基づき実施を認めない場合は、速やかに届出者に通知するものとする。
（事業内容の変更等）
第６条　届出者は、承認された冠事業の内容を変更し、又は中止しようとするときは、速やかに新臼杵市施行２０周年記念冠事業変更（中止）届出書（様式第２号）により、市長に届け出なければならない。

（冠事業の中止要請）
第７条　市長は、冠事業が次の各号のいずれかに該当する場合は、当該事業の届出者に対し、冠事業の中止を要請するものとする。
（１）　この要綱に定める事項に違反したとき。

（２）　届出書の内容に虚偽があると認められたとき。
（３）　その他冠事業として不適当な行為があったと市長が認めるとき。
２　市長は、前項の中止要請によって生じた届出者の損害については、一切の責任を負わない。
（実施報告）
第８条　届出者は、冠事業終了後１０日以内に報告書を市長へ提出しなければならない。
（事業経費）
第９条　冠事業の実施に要する経費は、届出者の負担とする。
（その他）
第１０条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
附　則
　（施行期日等）
１　この告示は、公示の日から施行し、令和７年３月３１日限り、その効力を失う。
（適用区分）
２　この告示の失効前に届出のあった事業に関する第６条から第９条までの規定の適用については、前項の規定にかかわらず、同項に規定する日後も、なおその効力を有する。
